
な～に谷っ戸ん田第４７回目－直売所裏の竹林整備と話し合い－ 

 

■日 時：平成 24 年 3 月 31 日（土）9:30～14:00 

■場 所：直売所裏山、作業小屋 

■天 気：曇り時々雨と強風 

■参加者：石田＋ヒデ、磯、梅下母＋ヒナ、コウ、ジロウ、久保、坂本、高田ユウ＆ナオ、髙橋(AM)、 

藤田(AM)、松下、松本妻   計 15 人（内、子ども 4 人） 

■活 動： 

【午前】 

・風は強いが、午前中はなんとか持ちそうだということで急ぎ直売所裏山に移動する。 

・高田家は谷っ戸ん田に来る途中堀の内に寄り、畑の現況確認、白菜の菜の花が食べごろ、絶品ら

しい。 

・現場は、既にシノダケを刈り払いしているので、見通しすっきり、ただ、刈り取ったシノダケの株が鋭

く注意して行動した。 

・作業の中心は前回刈り取った時にまとめられなかったシノダケの片付け。 

・中途半端に倒されている竹を伐採して、枝を伐り、一箇所にまとめる。 

・刈払い機で 2 度目の刈払い。 

・竹の枝を切るのに、「丸太による上側からの打ち払い方式」を藤田氏が披露、高田ユウが鉄パイプ

を代用し注目を浴びる。ナオの心配げな(頼もしげな)視線も浴びていた。 

・12 時、雨が降ってきたので終了。当エリアの作業は完了でよいのではないかと思う。あとは筍を待

つのみ。 

 

道具：刈払い機(2 台)、のこぎり、なた、鎌、鉄パイプ、鍬(用意したが、筍の姿見えず出番なし) 

 

【昼休み】  

作業小屋で各自コンビニ弁当 

 

【午後】 

 来年度の作業などについて意見交換。その日の作業リーダーと記録係の年間計画を決めて、回して

いくことになった。 

 

次週(4 月 7 日)予定：田んぼ（水路整備含む）と畑の作業、その他 

 

記録 髙橋と久保 


